






研究目的

　妊婦が妊娠初期に風疹に罹患すると先天性風疹症候群の患児を出生しやすい

ことはよく知られている。我が国では,この予防のため昭和 46 年以来,風疹ワ

クチン研究会のもとで国産ワクチンの開発研究がつづけられてきた。その結

果,4 種の弱毒株がワクチン株と認められ今後一般に使用されるようになった。

我々はこれらの弱毒株が,ウサギ及びモルモットに対して著しく免疫原性が低

下していることを見出して,この性状を弱毒株の一つのマーカーとして用いら

れると考えたが,本研究ではその性状の安定性をたしかめる目的でこれらのワ

クチンの接種をうけた人からウイルスを再分離し,その株についてモルモット

に対する性状が変らないかどうかをしらべでこのマーカー試験の有用性を検討

した。


